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１ はじめに 

六甲山系グリーンベルト整備事業は、六甲山麓地域の健全な生活環境を確保するため、市街地に接する
山腹斜面に土砂災害防止を主目的とした樹林帯を保全育成するものである。 

本研究は、六甲山系グリーンベルト整備事業を実施する中で、樹林整備を進めていく上での課題につい
て、維持管理の効率化と植栽時の苗木サイズ・形態に着目して、その原因と解決策を導く上でのモニタリ
ング調査を実施するものである。 

２ 調査地の概要及び樹林整備の現状について 
2.1 調査地の概要 
六甲山系グリーンベルト整備事業は、兵庫県神戸市須

磨区鉢伏山から宝塚市岩倉山までの六甲山系の南側斜面
（図１）を対象として、市街地に対し直接的に土砂災害
の被害をおよぼす可能性のある斜面で積極的な整備を実
施している。また、樹林整備は、ニセアカシア群落やス
スキ－ネザサ群落などを対象として、林相転換や間伐に
よる整備を実施している。整備は平成 9 年から本格的に
開始し、平成 13 年度から生長状況の把握、管理方法の検
討を目的として整備後のモニタリング調査を実施してい
る。 
本研究の調査地は、平成 10 年から平成 17 年にかけて

樹林整備を実施した 12 地区を対象とした。 

2.2 植栽木の生長量 
樹林整備は、整備対象となるニセアカシア群落やスス

キ－ネザサ群落に対し、ニセアカシアの伐採やネザサの
刈り取りを行った後、目標群落であるコナラ－アベマキ
群集構成種の植栽により実施している。植栽木の平均樹
高の推移を図 2 に示す。 
樹木の生長量は、整備した地域によりばらつきがある

が、根系が完全に活着すると考えられる植栽後５年目か
ら生長率が高くなる傾向を確認した。 

2.3 植栽木の活着率 
植栽木は、植栽した全ての個体が同じように生長する

のではなく、時間の経過と共に活着率が低下する。植栽
後の活着率を図 3 に示す。 
植栽木は、ある程度枯死することを予測して植栽本数

（2500 本/ha）を決めている。最終的には 500～700 本/ha
（25～30％）を想定しており、現状では最終的な活着率
より高い値を示していると考えられる。 

 2.4 活着率低下の原因 
整備後１年目に確認した生育状況を図 4 に示す。活着

率が低下しているものの原因としては、①ネザサ刈り取
り中の誤伐、②ノウサギ食害、③活着不良、④ネザサ刈
り取り時の影響（誤伐以外）、⑤その他（虫害、イノシシ
による掘り返し）などが確認された。この内、①ネザサ
刈り取り中の誤伐(23.3%)、②ウサギによる食害(8.3%)の
比率が高い。ノウサギによる食害の発生率は地域により
差があり、ノウサギの生息密度が大きく関係していると
考えられる。ネザサについて、六甲山は、急傾斜な立地
が多いことに加え、ネザサが旺盛な生長をすることから、
植栽木に配慮したネザサの刈り取りが困難である。この
ため、ネザサ刈り取り中に植栽木を目視確認できず、誤
伐が発生すると考えられる。 

図 2 平均樹高の推移（地区別） 
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図 3 植栽後の活着率（地区別） 
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図 4 整備後 1年目の生育状況 
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図 1 調査地（グリーンベルト対象区域） 
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３ 整備の効率化検討のための試験 
3.1 植栽方法による維持管理の効率化調査 
地形条件などの作業条件が悪い中、2m 間隔で植栽してある植栽木を避けながらネザサの刈り取りを行

うことは技術的にも労力的にも難しく、作業コストが高くなる。 
そこでネザサ刈り取り時に誤伐を受けにくい植栽方法として、寄せ植え工法の検討を行った。寄せ植え

で植栽すると、植栽木がまとまって植栽されていることから苗木が確認し易いこと、また、苗木が植栽さ
れていない場所もまとまっているので草刈りし易いことがあげられる。このことから、この寄せ植え工法
が従来の工法（2m 間隔植栽）と比較して、誤伐防止や草刈り時間の短縮等の点から、効率的であるかを
確認するために試験区を設定した。また、単位面積（10ｍ×10ｍ）当たりの本数を変えずに、寄せ植えの
方法を変えることにより、最適な寄せ植え工法を得るため数種類の試験区を平成 22 年 3 月に設置した。 
試験結果を表 1 に示す。この工法により対照区で 50 分必要だった作業時間が 10～20 分短縮し、誤伐も

発生しなかった。 
表１ 作業時間（２人１組：１人機械刈、１人手刈り＝100ｍ2当たり）：夏作業 

 対照区 
寄せ植え一ヶ所 
あたりの植栽本数 

ﾌｪﾝｽなし 
50cm 間隔 

ﾌｪﾝｽあり 
50cm 間隔 

ﾌｪﾝｽあり 
30cm 間隔 

ﾌｪﾝｽあり 
１つの植穴

平均 

従来 50分 ５本区 40分 45分 35分 30分 37分30秒

  ３本区 30分 45分 45分 35分 38分45秒

3.2 苗木サイズ等の違いによる生育状況調査 
過年度のモニタリング結果から、植栽木の活着

率が植栽後５年程度で約 50%まで減少すること
が確認されている。原因の一つとして、苗木サイ
ズが大きいため活着が良くないことが推察された。
このため、通常の苗木サイズ（1ｍ）より小さな
50cm サイズの苗木を植栽することにより、苗木
サイズの違いによる生育の良否を確認した。 
また、現在用いているポット苗の有効性を確認

するため、ふるい苗と比較する試験区を平成 22
年 3 月に設置した。試験区では、苗木の生育状況
の違いを確認するため、コナラ、アベマキを 1.0
～1.5m 間隔で 85 本植栽した試験区（10m×20m）
において、モニタリング調査を実施した。ポット
苗とふるい苗の根系の状況を写真 1 に示す。 
モニタリング調査の結果、ふるい苗で若干の生

育不良が確認されているものの両者の差はほとん
ど無かった（図 5、6）。ふるい苗はポット苗と比
較して単価が安く、根茎の周囲に土が付着してい
ないため軽量であり作業の効率化が期待できる。 

コナラは、過年度のモニタリング結果において
枯死が多く確認されていたが、今回の調査結果で
は、活力、生長とも良好であり、苗自体の問題は
確認されなかった。このため、これまでの主たる
枯損原因はコナラの特性によるものではなく、誤
伐や食害等による可能性が高い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ おわりに 

今後は、誤伐による萌芽再生状況の調査（植栽樹種別の誤伐による方が再生能力の検証）、ニセアカシア
の萌芽再生抑制に関する試験、ネザサ刈り取り頻度試験を実施し、効率的なグリーンベルト樹林整備手法
の確立を目指す。 

写真 1 ポット苗（左）とふるい苗（右） 

図 5 活力度（苗木サイズによる生育状況調査） 
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図 6 施工直後からの樹高変化量の概要（苗木サイズによる
生育状況調査） 

注 1:各樹種の左側が施工直後の平成 22 年 3 月 8 日、中央が
春季（平成 22 年 6 月 25 日）、右側が秋季（平成 22 年
10 月 12 日）の値を示す。 
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※フェンスは食害防止を目的に設置されている。 
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